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新 日 本 婦 人 の 会 目 的

☆核戦争の危険から女性と子どもの生命を

まもります。

☆憲法改悪に反対、軍国主義復活を阻止し

ます。

☆生活の向上、女性の権利、子どものしあわ

せのために力をあわせます。

☆日本の独立と民主主義、女性の解放をか

ちとります。

☆世界の女性と手をつなぎ、永遠の平和を

うちたてます。

新日本婦人の会は国連に認証されたＮＧＯです
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殴ったり蹴ったりはしないけれど、言葉や態度で追いつめるＤＶ

の被害がふえています。国も法律を改正しましたが、その実態から

求められる支援のあり方について、ＤＶ被害に悩む女性をサポート

している「エープラス」代表の吉祥眞佐緒さんに聞きました。

よしざきまさお ＤＶのない社会をめ

ざし「エープラス」を2006年に設立。

被害女性の支援活動を中心に、子ども

たちへのＤＶ防止教育にも尽力してい

る。
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男女共同参画局 2023年度

「男女間における暴力に関する調査」より作成
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